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[課題・問題点] 

 今回、斃死リスクが高い漁場に生息するサルボウを、低い漁場に移植するこ

とで斃死を軽減できることを確認したが、漁業者への普及が進んでいない。 

[今後の対応] 

平成２７年度に設立したサルボウ安定養殖推進協議会等で今回の結果を報

告し、漁業者への普及を図り、サルボウの安定生産に結びつけていく。 

 

 [その他] 

研究期間： 平成 28 年 

研究担当者：普及担当 津城啓子 
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図 2 移植区及び採捕区の生息密度割合の推移 


